
 

１ 各クラスのＳＧＨ係（２名）から、学年正・副係長が決定しました。 

 

 

【学年正係長       より】 

 

 

 

 

【学年副係長       より】 

 

 

 

 

【学年副係長      より】 

 

 

 

 

２ ４月 15日（土）の土曜セミナーでは、各クラスで、ＳＧＨ係が進行役となってグループワークを行

いました。その内容を紹介します。 

【自己紹介】 

自己紹介ということで、将来やりたいこと、今不安・心配なことを中心に、６～７人のグループで

話をしました。すでにクラスで一度は自己紹介をしていたとは思いますが、話題が設定されていたこ

とで、クラスメイトについて新たな発見があったという人もいるのではないのでしょうか。 
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ＳＧＨ係正係長になった１年６組の      です。経験することで人は成長していきます。これからの生活

で、様々なことに挑戦してみましょう！ 

ＳＧＨ係副係長になりました、１年５組の     です。高校ではまだ分からないことも多く、不安もありま

すが、積極的に活動に取り組んでいきたいと思っています。よろしくおねがいします。 

ＳＧＨ係副係長になった１年７組の     です。活動を通して皆さんが様々なものを得られるように、係

長や先生方と協力し、精一杯頑張っていきます。よろしくおねがいします。 

クラス 氏名 クラス 氏名

1 佐藤 綾音 5 近藤 美有宇 学年副係長

1 村田 紗 5 曹 るみ

2 清水 萌 6 西野 成希

2 山岸 優朔 6 丸山 直登 学年正係長

3 柳澤 綾莉 7 荒井 健吾

3 矢彦沢 愛恵 7 酒井 瞳 学年副係長

4 柄澤 彩乃

4 鈴木 彩恵

ＳＧＨ係の感想 

・最初はぎこちなさもあったが、一人が話し始めたのをきっかけに、みんなが話し始めて、どのグループも話を膨らま

せることができていた。 

・徐々にグループのメンバーが打ち解けてきたのがわかった。 



【ブレーンストーミング】 

ＳＧＨ係の説明を聞き、「高校時代に身につけたい力」というテーマでブレーンストーミングを行

いました。みなさん、“ブレーンストーミング”という言葉を聞いたことはありましたか？頭をフル

回転させる(頭のなかで嵐を起こす)ことで、とにかくたくさんのアイディアを出し合うための話し合

いの方法です。以下の４つのルールのもとに話し合いをし、その内容を班ごとに発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスの廊下に、ブレーンストーミングの用紙が貼り出されています。駅伝大会の前には取り外しま

すので、色々なクラスの様子などを見てみて下さい。 

 

～４月１５日（土）ＳＧＨ活動に関するレポート用紙より抜粋～ 

・小さい範囲で「日本人」と考えるのではなく「地球人」というように考えることが、過去に起こり、いまだにずっと続

いている人種差別などの撤廃にもつながっていくのかなと思った。 

・ＳＧＨでは、ただ英語力を磨く、外国の、異文化の人々と交流するだけでなく、問題点を見つけて解決策を考え、実行

する力をつけることを目標にしているのだと思ったし、その力がこれからの社会に必要だということも感じた。 

・この学校に入って「国際」という言葉をよく耳にするし、これからそれに関わる時間もふえていくのだと思う。英語が

とても好きだし、もっと海外の方と話せるようになりたいと年々強く感じるようになった。これからは簡潔に相手に伝

える力とその話にインパクトと説得力をもたせること、効率よく発表する力をプレゼンやＳＧＨのプログラムをやって

いく中で身に着けたい。 

・初めから「○○は無理そう」と壁を作らずに「○○は大変そうだけどやってみたい！」というようなポジティブな精神

でＳＧＨ活動をやっていきたい。 

・今回のブレーンストーミングでは皆の考える“学校生活に必要な力”を考え共有したが、その場で多くの意見が出たの

がやはりというべきか「コミュニケーション能力」だった。それを身に付けるためには語学力、基礎的知識などのもの

も挙がったが、私が思うに“経験”が大切だと思う。会話は日々日頃からしていなければ上手くならないものだと思う。 

・ＳＧＨの経験で対話力、ディベート力、発信力、またそれらの元になる考え方。つまり思考力、発想力、創造力という

ものを身に付けていきたい。世界と比べて今の日本に欠けているコミュニケーション能力を多くの活動で付けていきた

い。 

ブレーンストーミングのルール 

① 結論厳禁（出された意見に反論したり、実現可能かどうかなどを判断したりはしない） 

② 自由奔放（ユニークで斬新なアイディアこそが新たな発明につながる） 

③ 質より量（様々な角度から多くのアイディアを出し、あらゆる考えを歓迎する） 

④ 他人の意見に便乗（アイディアを融合させたり変化させたりして新たな考えを創る） 

ＳＧＨ係の感想 

・すべてのグループが笑顔で話していた。話したいことが多くて、時間が足りないくらいだった。 

・それぞれが自分の夢や課題とつなげて、個性的な意見を出せていた。 

・どんな意見も受け入れてもらえるような雰囲気をつくれていた。 

・ふせんに書いてある内容は似ていても、班ごとにまとめの観点が違っていたりして面白かった。 

・多くの人と意見を出し合ったり、その内容を発表し合ったりして、「こういう考え方もあるんだな」と感じられた。 

 


